
(57)【要約】

【課題】

　Ｘ線のビーム形状に合わせてファントムの軸方向の長

さを自由に調整でき、ファントム同士を強固に固定でき

、正確なＸ線の被ばく線量を測定できるようにする。

【解決手段】　第１，第２，第３の円筒体ファントム２

１，２２，２３同士を嵌合させる。また、第１，第２，

第３の円柱体ファントム１１，１２，１３を例えば第３

の円筒体ファントム２３の中空部２３Ｅ側から順次挿入

することにより、第１，第２，第３の円筒体ファントム

２１，２２，２３の内周側に第１，第２，第３の円柱体

ファントム１１，１２，１３を挿嵌し、第１，第２，第

３の円柱体ファントム１１，１２，１３同士を嵌合させ

る。そして、例えば第３の円柱体ファントム１３に設け

られた貫通孔１３Ｅに線量測定器３３を挿入し、人体の

胴部へのＸ線の被ばく線量を測定（推定）する。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 か ら の Ｘ 線 が 照 射 さ れ る フ ァ ン ト ム で あ っ て 、
　 軸 方 向 両 側 の 端 面 の う ち の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 端 面 に 嵌 合 部 が 形 成 さ れ 、
　 軸 方 向 に 貫 通 す る 所 定 数 の 貫 通 孔 を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る フ ァ ン ト ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 全 体 と し て 円 柱 体 形 状 で あ り 、 そ の 中 心 部 を 軸 方 向 に 貫 通 す る 貫 通 孔 を 備 え る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 全 体 と し て 中 心 部 を 軸 方 向 に 貫 通 す る 中 空 部 を 有 す る 円 筒 体 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ァ ン ト ム の 複 数 個 が 互 い に 前 記 嵌 合 部 で 連 結 さ れ 、 前
記 貫 通 孔 に 線 量 測 定 器 が 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る フ ァ ン ト ム 集 合 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 貫 通 孔 に よ り 生 じ る 空 間 部 の 一 部 あ る い は 全 部 に 、 当 該 部 分 を 埋 め る ス テ ィ ッ ク が
挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 複 数 個 の 前 記 フ ァ ン ト ム に 跨 っ て 前 記 ス テ ィ ッ ク が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ５ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の フ ァ ン ト ム の 複 数 個 が 互 い に 前 記 嵌 合 部 で 連 結 さ れ 、 こ れ ら の 各 フ ァ
ン ト ム の 各 中 空 部 に よ り 形 成 さ れ る 軸 方 向 に 延 び る 円 筒 状 の 中 空 部 に 請 求 項 ２ に 記 載 の フ
ァ ン ト ム が 挿 入 さ れ 、 前 記 貫 通 孔 に 線 量 測 定 器 が 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る フ ァ ン
ト ム 集 合 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 貫 通 孔 の う ち 前 記 線 量 測 定 器 を 挿 入 し た 部 分 以 外 の 空 間 部 分 に 、 当 該 空 間 部 分 を 埋
め る ス テ ィ ッ ク が 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 複 数 個 の 前 記 フ ァ ン ト ム に 跨 っ て 前 記 ス テ ィ ッ ク が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ８ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｘ 線 Ｃ Ｔ の 線 量 を 評 価 す る と き に 人 体 の ダ ミ ー と し て 用 い ら れ る フ ァ ン ト ム
及 び フ ァ ン ト ム 集 合 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 Ｘ 線 Ｃ Ｔ の 線 量 評 価 に は 、 Ｉ Ｅ Ｃ （ International Electrotechnical Commissio
n） 規 格 の フ ァ ン ト ム が 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ ， ２ ， ３ ） 。 こ の フ ァ ン
ト ム は 、 例 え ば 腹 部 用 と 頭 部 用 の ２ 種 類 が 用 意 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 直 径 が ３ ２ ０ ｍ ｍ 、
１ ６ ０ ｍ ｍ 、 長 さ が １ ５ ０ ｍ ｍ の ア ク リ ル か ら な る 円 柱 体 と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら
の 円 柱 体 か ら な る フ ァ ン ト ム に は 、 そ の 軸 心 の 位 置 と 、 外 周 面 か ら 径 方 向 １ ０ ｍ ｍ の 深 さ
位 置 と に 、 軸 心 方 向 に 伸 び る 直 径 １ ０ ｍ ｍ の 空 洞 部 を 設 け 、 こ の 空 洞 部 に 線 量 測 定 器 を 挿
入 す る こ と に よ り 、 Ｘ 線 の 人 体 に 対 す る 被 ば く 評 価 を 行 っ て い た 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 International Electrotechnical Commission,“ Evaluation and routi
ne testing inmedical imaging departments constancy tests-x-ray equipment for com
puted tomography,” pub.IEC， 1223-2-6(1994)
【 非 特 許 文 献 ２ 】 T.B.Shope,R.M.Gagne,and G.C.Johnson,“ A method for describing th
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e doses delivered by transmission x-ray computed tomography,” Med.Phys.8,448-495
(1981)
【 非 特 許 文 献 ３ 】 W.Leitz,B.Axelsson,and G.Szendro,"Computed tomography dose asses
sment-A practical approach,” Radiat.Prot.Dosim.,57,377-380(1995)
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 従 来 技 術 に よ る Ｘ 線 Ｃ Ｔ の 線 量 評 価 に お い て は 、 コ ー ン ビ ー ム と 呼 ば れ
る Ｘ 線 の ビ ー ム 幅 が 大 き な 円 錐 状 の ビ ー ム を 、 フ ァ ン ト ム を 用 い て 評 価 し よ う と す る と 、
円 柱 状 の フ ァ ン ト ム を コ ー ン ビ ー ム の 形 状 に 合 わ せ て 軸 方 向 に 大 き く 形 成 せ ざ る を 得 な い
。 こ の 場 合 、 フ ァ ン ト ム の 重 量 、 大 き さ が 増 大 し て し ま い 、 フ ァ ン ト ム の 持 ち 運 び 、 保 管
等 が 不 便 に な る た め 、 結 果 的 に ビ ー ム 幅 の 狭 い Ｘ 線 し か フ ァ ン ト ム で 評 価 す る こ と が で き
な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 こ の よ う に Ｘ 線 を フ ァ ン ト ム に 照 射 し た 場 合 、 フ ァ ン ト ム 内 で Ｘ 線 が 散 乱 線 と な
っ て 、 ラ ン ダ ム な 方 向 に 飛 散 す る た め 、 こ の 散 乱 線 を 含 め た Ｘ 線 の 評 価 を 行 お う と す る と
、 さ ら に フ ァ ン ト ム の 重 量 、 大 き さ が 増 大 し て し ま い 、 こ れ に よ っ て も 、 フ ァ ン ト ム の 持
ち 運 び 、 保 管 等 が 不 便 に な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 不 具 合 を 解 消 す る た め に 、 各 フ ァ ン ト ム の 端 面 同 士 を 突 き 合 わ せ て
各 フ ァ ン ト ム を 一 列 に 並 べ る こ と に よ り 、 フ ァ ン ト ム 全 体 の 軸 方 向 長 さ を 大 き く 設 定 す る
方 法 が 考 え ら れ る 。 し か し 、 こ の よ う に 一 列 に 並 べ た だ け で は 、 フ ァ ン ト ム 同 士 の 固 定 が
不 完 全 で あ る 上 に 、 各 フ ァ ン ト ム の 端 面 と 端 面 と の 間 の 隙 間 か ら 放 射 線 が す り 抜 け て 、 正
確 な Ｘ 線 の 線 量 評 価 を 行 う こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 課 題 に 鑑 み 、 フ ァ ン ト ム の 持 ち 運 び を 容 易 に 行 え る と 共 に 、 Ｘ 線 の ビ ー
ム 形 状 に 合 わ せ て フ ァ ン ト ム の 長 さ を 自 由 に 調 整 で き る だ け で な く 、 フ ァ ン ト ム 同 士 を 強
固 に 連 結 で き 、 放 射 線 が フ ァ ン ト ム を す り 抜 け る こ と も な く 、 正 確 な Ｘ 線 Ｃ Ｔ の 線 量 評 価
を 行 え る よ う に し た フ ァ ン ト ム 及 び フ ァ ン ト ム 集 合 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す べ く 構 成 さ れ る も の で あ り 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 Ｘ
線 Ｃ Ｔ 装 置 か ら の Ｘ 線 が 照 射 さ れ る フ ァ ン ト ム で あ っ て 、
　 軸 方 向 両 側 の 端 面 の う ち の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 端 面 に 嵌 合 部 が 形 成 さ れ 、 軸 方 向
に 貫 通 す る 所 定 数 の 貫 通 孔 を 備 え る 、 こ と を 特 徴 と す る フ ァ ン ト ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の フ ァ ン ト ム に よ れ ば 、 ビ ー ム 形 状 に 合 わ せ て フ ァ ン ト ム を 嵌 合 部 で 複
数 個 互 い に 連 結 し た の で 、 フ ァ ン ト ム を 軸 方 向 に 段 階 的 に 長 く 形 成 す る こ と が 可 能 と な る
。 こ の た め 、 コ ー ン ビ ー ム の よ う な ビ ー ム 形 状 が 大 き な も の に 対 し て も 被 ば く 線 量 の 測 定
を 精 度 よ く 行 う こ と が で き る 。 し か も 、 フ ァ ン ト ム 同 士 を 嵌 合 部 で 互 い に 連 結 し た こ と に
よ り 、 こ れ ら フ ァ ン ト ム 同 士 を 強 固 に 連 結 で き る 。 ま た 、 こ の よ う に フ ァ ン ト ム を 軸 方 向
に 大 き く で き る た め 、 Ｘ 線 が フ ァ ン ト ム に 照 射 さ れ た と き に フ ァ ン ト ム 内 で 生 じ る 散 乱 線
の 影 響 も 考 慮 し て 、 Ｘ 線 に よ る 被 ば く 線 量 を 精 度 よ く 測 定 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 互
い に 連 結 し た 各 フ ァ ン ト ム の 端 面 間 の 断 面 形 状 を 例 え ば 凸 形 状 （ 凹 形 状 ） に 形 成 で き る た
め 、 各 フ ァ ン ト ム の 端 面 間 を Ｘ 線 が す り 抜 け て し ま う 事 態 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 全 体 と し て 円 柱 体 形 状 で あ り 、 そ の 中 心 部 を 軸 方 向 に 貫 通 す る 貫 通
孔 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ァ ン ト ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ァ ン ト ム に よ れ ば 、 フ ァ ン ト ム を 全 体 と し て 円 柱 体 形 状 に 形 成 し た
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の で 、 フ ァ ン ト ム を Ｉ Ｅ Ｃ 規 格 に 対 応 し た 形 状 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 全 体 と し て 中 心 部 を 軸 方 向 に 貫 通 す る 中 空 部 を 有 す る 円 筒 体
形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ァ ン ト ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の フ ァ ン ト ム に よ れ ば 、 フ ァ ン ト ム 全 体 を 円 筒 体 形 状 に 形 成 し た の で 、
フ ァ ン ト ム を Ｉ Ｅ Ｃ 規 格 に 対 応 し た 形 状 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ァ ン ト ム の 複 数 個 が 互 い に
前 記 嵌 合 部 で 連 結 さ れ 、 前 記 貫 通 孔 に 線 量 測 定 器 が 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る フ ァ
ン ト ム 集 合 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 に よ れ ば 、 複 数 個 の フ ァ ン ト ム を 互 い に 嵌 合 部 で 連
結 す る こ と に よ り 、 フ ァ ン ト ム の 軸 方 向 長 さ を 段 階 的 に 調 整 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ
り 、 コ ー ン ビ ー ム の よ う な ビ ー ム 形 状 が 大 き な も の に 対 し て も 線 量 測 定 器 を 用 い て 被 ば く
線 量 の 測 定 を 一 層 精 度 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 貫 通 孔 に よ り 生 じ る 空 間 部 の 一 部 あ る い は 全 部 に 、 当 該 部 分
を 埋 め る ス テ ィ ッ ク が 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合
体 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 に よ れ ば 、 線 量 測 定 器 を 挿 入 し て い な い 空 間 部 に ス
テ ィ ッ ク を 挿 入 し 、 こ の 部 分 を ス テ ィ ッ ク で 隙 間 な く 埋 め る こ と に よ り 、 線 量 測 定 器 を 用
い て 被 ば く 線 量 の 測 定 を よ り 一 層 精 度 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 複 数 個 の 前 記 フ ァ ン ト ム に 跨 っ て 前 記 ス テ ィ ッ ク が 配 置 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 に よ れ ば 、 ス テ ィ ッ ク を 互 い に 隣 り 合 う 両 方 の フ ァ
ン ト ム の 貫 通 孔 に 差 し 込 む こ と に よ り 、 フ ァ ン ト ム 同 士 を よ り 一 層 強 固 に 連 結 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の フ ァ ン ト ム の 複 数 個 が 互 い に 前 記 嵌 合 部 で
連 結 さ れ 、 こ れ ら の 各 フ ァ ン ト ム の 各 中 空 部 に よ り 形 成 さ れ る 軸 方 向 に の び る 円 筒 状 の 中
空 部 に 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ァ ン ト ム が 挿 入 さ れ 、 前 記 貫 通 孔 に 線 量 測 定 器 が 挿 入 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る フ ァ ン ト ム 集 合 体 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 に よ れ ば 、 円 筒 体 形 状 を な す フ ァ ン ト ム の 中 空 部 に
円 柱 体 形 状 を な す フ ァ ン ト ム を 挿 嵌 し 、 こ の 状 態 で 複 数 個 の フ ァ ン ト ム 同 士 を 互 い に 嵌 合
部 で 連 結 す る こ と に よ り 、 こ れ ら の フ ァ ン ト ム を 例 え ば 人 体 の 胴 部 に み た て て Ｘ 線 を フ ァ
ン ト ム に 照 射 し 、 Ｘ 線 の 被 ば く 線 量 を 線 量 測 定 器 で 測 定 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 円
筒 体 形 状 の フ ァ ン ト ム は 、 外 径 が 同 じ 円 柱 体 形 状 の フ ァ ン ト ム に 比 べ て 軽 い の で 、 持 ち 運
び が 楽 で あ る 。 ま た 、 こ の と き 、 円 柱 体 形 状 の フ ァ ン ト ム を 人 体 の 頭 部 に み た て れ ば 、 フ
ァ ン ト ム の 種 類 を 減 ら し て コ ス ト を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 貫 通 孔 の う ち 前 記 線 量 測 定 器 を 挿 入 し た 部 分 以 外 の 空 間
部 分 に 、 当 該 空 間 部 分 を 埋 め る ス テ ィ ッ ク が 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に
記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 に よ れ ば 、 線 量 測 定 器 を 挿 入 し て い な い 空 間 部 分 に
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ス テ ィ ッ ク を 挿 入 す る こ と に よ り 、 Ｘ 線 の 被 ば く 線 量 を 線 量 測 定 器 で よ り 正 確 に 測 定 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 複 数 個 の 前 記 フ ァ ン ト ム に 跨 っ て 前 記 ス テ ィ ッ ク が 配 置 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 に よ れ ば 、 ス テ ィ ッ ク を 互 い に 隣 り 合 う 両 方 の フ ァ
ン ト ム の 貫 通 孔 に 差 し 込 む こ と に よ り 、 フ ァ ン ト ム 同 士 を 強 固 に 連 結 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ り 、 嵌 合 部 が 形 成 さ れ た フ ァ ン ト ム を 複 数 個 互 い に 連 結 し た り 、 切 り 離 し た
り す る こ と に よ り 、 ビ ー ム 形 状 が 小 さ な も の か ら コ ー ン ビ ー ム の よ う な ビ ー ム 形 状 が 大 き
な も の に 対 し て も 被 ば く 線 量 の 測 定 を 精 度 よ く 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 フ ァ ン ト ム の 運
搬 時 、 保 管 時 に は 、 結 合 さ れ た フ ァ ン ト ム を 小 さ な 個 々 の フ ァ ン ト ム に ば ら ば ら に 分 解 す
る こ と に よ り 、 フ ァ ン ト ム の 運 搬 、 保 管 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し か も 、 フ ァ ン ト ム 同 士 を 嵌 合 部 で 互 い に 連 結 し た こ と に よ り 、 こ れ ら フ ァ ン ト ム 同 士
を 強 固 に 連 結 で き る 。 ま た 、 こ の よ う に フ ァ ン ト ム を 軸 方 向 に 大 き く で き る た め 、 Ｘ 線 が
フ ァ ン ト ム に 照 射 さ れ た と き に フ ァ ン ト ム 内 で 生 じ る 散 乱 線 の 影 響 を 考 慮 し て 、 Ｘ 線 の 被
ば く 線 量 を よ り 正 確 に 測 定 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 互 い に 結 合 し た 各 フ ァ ン ト ム の 端
面 間 の 断 面 形 状 を 例 え ば 凸 形 状 （ 凹 形 状 ） に 形 成 で き る た め 、 各 フ ァ ン ト ム の 端 面 間 を Ｘ
線 が す り 抜 け て し ま う 事 態 を 解 消 す る こ と が で き 、 Ｘ 線 の 被 ば く 線 量 を よ り 一 層 精 度 よ く
測 定 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る フ ァ ン ト ム 及 び フ ァ ン ト ム 集 合 体 に つ い て 、 図 １ な い し 図 １
１ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 及 び フ ァ ン ト ム 集 合 体 で あ り 、 図 ２ は 図 １ 中
の フ ァ ン ト ム 集 合 体 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 患 者 が 横 た わ る ベ ッ ド ３ に は 、 人 体 に み た て た ア ク リ ル か ら な る フ
ァ ン ト ム 集 合 体 １ を 載 置 し 、 こ の 状 態 で Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 ２ か ら の Ｘ 線 を フ ァ ン ト ム 集 合 体 １
に 照 射 す る こ と に よ り 、 人 体 へ の Ｘ 線 の 被 ば く 線 量 を 測 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る フ ァ ン ト ム 集 合 体 １ に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ 及 び 図 ３ に 示
す よ う に 、 フ ァ ン ト ム 集 合 体 １ は 、 第 １ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ 、 第 ２ の 円 柱 体 フ ァ ン ト
ム １ ２ ， １ ２ ， １ ２ （ 図 ２ で は １ 個 の み 図 示 ） 及 び 第 ３ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ３ を 有 し て
い る 。 さ ら に 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 フ ァ ン ト ム 集 合 体 １ は 、 第 １ の 円 筒 体 フ ァ ン
ト ム ２ １ 、 第 ２ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ２ （ 図 ２ で は １ 個 の み 図 示 ） 及 び 第 ３
の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ も 有 し て い る 。 さ ら に 、 フ ァ ン ト ム 集 合 体 １ は 、 図 ３ 、 図 ４ 及 び
図 １ １ に 示 す よ う に 、 円 柱 の 棒 状 体 か ら な る 複 数 の ス テ ィ ッ ク ３ １ ， ３ ２ （ 図 １ １ で は そ
れ ぞ れ １ 個 の み 図 示 ） 及 び 線 量 測 定 器 ３ ３ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ ， ２ ３ は 人 体 測 定 の ダ ミ ー と し て 用 い る も の で あ る が 、 例 え ば 図 ２
に 示 す 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ の 外 径 を １ ６ ０ ｍ ｍ に 製 作 し 頭 部 の 測 定 に 、 図 ２ に 示 す 円 筒
体 フ ァ ン ト ム ２ ２ は 外 径 を ３ ２ ０ ｍ ｍ に 製 作 し そ の 中 空 部 に 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ を 挿 入
し て 腹 部 用 の 測 定 に 用 い る こ と で 、 全 体 と し て の 制 作 費 を 安 く 抑 え る こ と が で き る 。 貫 通
孔 ２ ２ Ｅ ， ２ ３ Ｄ は 線 量 測 定 器 ３ ３ を 挿 入 す る た め に 設 け ら れ 、 挿 入 さ れ た 線 量 測 定 器 ３
３ は 、 Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 ２ か ら 照 射 さ れ 各 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ を
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通 過 す る 間 に そ の 通 過 距 離 に 応 じ て 減 衰 さ れ て 到 達 す る 、 Ｘ 線 の 強 度 を 測 定 す る 。 各 ス テ
ィ ッ ク ３ １ ， ３ ２ は 、 各 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ に 設 け ら れ た 貫
通 孔 １ １ Ｄ ， １ １ Ｅ ， １ ２ Ｅ ， １ ２ Ｆ ， １ ３ Ｄ ， １ ３ Ｅ ， ２ １ Ｄ ， ２ ２ Ｅ ， ２ ３ Ｄ の 空 間
部 を 埋 め る こ と で 線 量 評 価 を よ り 正 確 に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 第 １ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ は 、 図 ２ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 軸 方 向 両 側 に 軸
方 向 に 対 し 垂 直 な 端 面 １ １ Ａ ， １ １ Ｂ を 有 し て い る 。 そ し て 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ の 軸
方 向 一 側 の 端 面 １ １ Ａ は 、 円 形 の 平 坦 面 と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 円 柱 体 フ ァ
ン ト ム １ １ の 軸 方 向 他 側 の 端 面 １ １ Ｂ に は 嵌 合 部 で あ る 断 面 凹 形 状 を な す （ 有 底 の 円 形 穴
と し て 形 成 さ れ た ） 嵌 合 凹 部 １ １ Ｃ が 凹 設 さ れ て い る 。 ま た 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ に は
、 軸 方 向 に 延 び て 両 方 の 端 面 １ １ Ａ ， １ １ Ｂ に 開 口 す る 貫 通 孔 １ １ Ｄ が 周 方 向 に 等 間 隔 を
お い て ４ つ 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ に は 、 そ の 中 央 位 置 に 軸 方 向 に
沿 っ て 他 の 貫 通 孔 １ １ Ｅ が 形 成 さ れ 、 こ の 貫 通 孔 １ １ Ｅ の 両 端 は 、 端 面 １ １ Ａ 及 び 嵌 合 凹
部 １ １ Ｃ に 開 口 し て い る 。 な お 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ は 、 外 径
が 寸 法 ａ を も っ て 形 成 さ れ る と 共 に 、 軸 方 向 長 さ は 寸 法 ｃ を も っ て 形 成 さ れ て い る 。 ま た
、 嵌 合 凹 部 １ １ Ｃ の 深 さ は 寸 法 ｄ で あ り 、 嵌 合 凹 部 １ １ Ｃ の 穴 径 は 寸 法 ｅ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ２ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ は 、 図 ２ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 軸 方 向 両 側 に 軸 方 向 に 対
し 垂 直 な 端 面 １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ を 有 し て い る 。 そ し て 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ の 軸 方 向 一 側
の 端 面 １ ２ Ａ に は 、 嵌 合 部 で あ る 断 面 凸 形 状 を な す （ 円 柱 状 の 突 部 と し て 形 成 さ れ た ） 嵌
合 凸 部 １ ２ Ｃ が 突 設 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ の 軸 方 向 他 側 の 端 面
１ ２ Ｂ に は 他 の 嵌 合 部 と し て の 断 面 凹 形 状 を な す （ 有 底 の 円 形 穴 と し て 形 成 さ れ た ） 嵌 合
凹 部 １ ２ Ｄ が 凹 設 さ れ て い る 。 ま た 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ に は 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １
と 同 様 に 、 周 方 向 に 等 間 隔 を お い て 貫 通 孔 １ ２ Ｅ が ４ つ 形 成 さ れ る と 共 に 、 中 央 位 置 に は
他 の 貫 通 孔 １ ２ Ｆ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 こ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １
２ は 、 外 径 が 寸 法 ａ を も っ て 形 成 さ れ る と 共 に 、 軸 方 向 長 さ は 寸 法 ｃ を も っ て 形 成 さ れ て
い る 。 ま た 、 嵌 合 凸 部 １ ２ Ｃ の 突 出 寸 法 は 寸 法 ｄ で あ り 、 嵌 合 凹 部 １ ２ Ｄ の 深 さ も 寸 法 ｄ
で あ る 。 ま た 、 嵌 合 凸 部 １ ２ Ｃ の 外 径 及 び 嵌 合 凹 部 １ ２ Ｄ の 穴 径 は 寸 法 ｅ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 ３ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ３ は 、 図 ２ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 軸 方 向 両 側 に 軸 方 向 に 対
し 垂 直 な 端 面 １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ を 有 し て い る 。 そ し て 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ３ の 軸 方 向 一 側
の 端 面 １ ３ Ａ に は 、 嵌 合 部 で あ る 断 面 凸 形 状 を な す 嵌 合 凸 部 １ ３ Ｃ が 突 設 さ れ て い る 。 こ
れ に 対 し 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ３ の 軸 方 向 他 側 の 端 面 １ ３ Ｂ は 円 形 の 平 坦 面 と し て 形 成 さ
れ て い る 。 ま た 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ３ に は 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ と 同 様 に 、 周 方 向 に
等 間 隔 を お い て 貫 通 孔 １ ３ Ｄ が ４ つ 形 成 さ れ る と 共 に 、 中 央 位 置 に は 他 の 貫 通 孔 １ ３ Ｅ が
形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 こ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ３ は 、 外 径 が 寸 法 ａ
を も っ て 形 成 さ れ る と 共 に 、 軸 方 向 長 さ は 寸 法 ｃ を も っ て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 嵌 合 凸
部 １ ３ Ｃ の 突 出 寸 法 は 寸 法 ｄ で あ り 、 嵌 合 凸 部 １ ３ Ｃ の 外 径 は 寸 法 ｅ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ は 、 図 ２ 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 軸 方 向 両 側 に 軸 方 向 に 対
し 垂 直 な 端 面 ２ １ Ａ ， ２ １ Ｂ を 有 し て い る 。 そ し て 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ の 軸 方 向 一 側
の 端 面 ２ １ Ａ は 環 状 の 平 坦 面 と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １
の 軸 方 向 他 側 の 端 面 ２ １ Ｂ に は 、 嵌 合 部 で あ る 筒 状 突 起 ２ １ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、
円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ に は 、 周 方 向 に 等 間 隔 を お い て 、 貫 通 孔 ２ １ Ｄ が ４ つ 形 成 さ れ て い
る 。 な お 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 こ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ は 、 中 空 部 ２ １ Ｅ の 内 径 が 寸 法
ａ に 設 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ の 中 空 部 ２ １ Ｅ に は 外 径 が 寸 法 ａ で
あ る 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ３ を 隙 間 な く 挿 嵌 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 円 筒 体 フ ァ ン ト
ム ２ １ は 外 径 が 寸 法 ｂ に 設 定 さ れ る と 共 に 、 軸 方 向 長 さ は 寸 法 ｃ を も っ て 形 成 さ れ て い る
。 さ ら に 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ の 筒 状 突 起 ２ １ Ｃ は 、 そ の 突 出 寸 法 が 寸 法 fで あ り 、 外
径 は 寸 法 ｇ に 設 定 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 ２ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ は 、 図 ２ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 軸 方 向 両 側 に 軸 方 向 に 対
し 垂 直 な 端 面 ２ ２ Ａ ， ２ ２ Ｂ を 有 し て い る 。 そ し て 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ の 軸 方 向 一 側
の 端 面 ２ ２ Ａ に は 、 嵌 合 部 で あ る 段 付 き 部 ２ ２ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 円 筒 体
フ ァ ン ト ム ２ ２ の 軸 方 向 他 側 の 端 面 ２ ２ Ｂ に は 、 他 の 嵌 合 部 で あ る 筒 状 突 起 ２ ２ Ｄ が 形 成
さ れ て い る 。 ま た 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ に は 、 周 方 向 に 等 間 隔 を お い て 貫 通 孔 ２ ２ Ｅ が
４ つ 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 こ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ は 、 中 空 部 ２
２ Ｆ の 内 径 が 寸 法 ａ に 設 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ 内 に は 外 径 が 寸 法
ａ で あ る 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ を 隙 間 な く 挿 嵌 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 円 筒 体 フ ァ
ン ト ム ２ ２ は 、 外 径 が 寸 法 ｂ に 設 定 さ れ る と 共 に 、 軸 方 向 長 さ は 寸 法 ｃ を も っ て 形 成 さ れ
る 。 ま た 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ の 段 付 き 部 ２ １ Ｃ は 、 そ の 深 さ が 寸 法 fに 設 定 さ れ る と
共 に 、 筒 状 突 起 ２ ２ Ｄ の 突 出 寸 法 に つ い て も 、 寸 法 ｆ に 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 段 付 き
部 ２ ２ Ｃ の 穴 径 及 び 筒 状 突 起 ２ ２ Ｄ の 外 径 は 寸 法 ｇ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 ３ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ は 、 図 ２ 及 び 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 軸 方 向 両 側 に 軸 方 向 に
対 し 垂 直 な 端 面 ２ ３ Ａ ， ２ ３ Ｂ を 有 し て い る 。 そ し て 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ の 軸 方 向 一
側 の 端 面 ２ ３ Ａ に は 嵌 合 部 で あ る 段 付 き 部 ２ ３ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 円 筒 体
フ ァ ン ト ム ２ ３ の 軸 方 向 他 側 の 端 面 ２ ３ Ｂ は 、 環 状 の 平 坦 面 と し て 形 成 さ れ て い る 。 ま た
、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ に は 、 周 方 向 に 等 間 隔 を お い て 貫 通 孔 ２ ３ Ｄ が ４ つ 形 成 さ れ て い
る 。 な お 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 こ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ は 、 中 空 部 ２ ３ Ｅ の 内 径 が 寸
法 ａ に 設 定 さ れ て お り 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ 内 に は 外 径 が 寸 法 ａ で あ る 円 柱 体 フ ァ ン ト
ム １ ３ を 隙 間 な く 挿 嵌 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ は 外 径 が 寸 法
ｂ に 設 定 さ れ る と 共 に 、 軸 方 向 長 さ は 寸 法 ｃ を も っ て 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 円 筒 体 フ
ァ ン ト ム ２ ３ の 段 付 き 部 ２ ３ Ｃ は 、 そ の 深 さ が 寸 法 fで あ り 、 内 径 が 寸 法 ｇ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 フ ァ ン ト ム 集 合 体 １ を 用 い て 例 え ば 人 体 の 頭 部 へ の Ｘ 線 の 被 ば く 線 量 を 測 定 す る
方 法 を 、 図 １ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 １ 個 の 円 柱 体 フ ァ
ン ト ム １ １ 、 ３ 個 の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ ， １ ２ ， １ ２ 及 び １ 個 の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ３
を ベ ッ ド ３ （ 図 １ 参 照 ） 上 に 用 意 す る 。 そ し て 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ の 嵌 合 凹 部 １ １ Ｃ
に 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ の 嵌 合 凸 部 １ ２ Ｃ を 嵌 合 さ せ 、 端 面 １ １ Ｂ ， １ ２ Ａ 同 士 を 衝 合 さ
せ る 。 こ こ で 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ の 嵌 合 凹 部 １ １ Ｃ は 、 深 さ が 寸 法 ｄ に 設 定 さ れ る と
共 に 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ の 嵌 合 凸 部 １ ２ Ｃ は 、 突 出 寸 法 が 寸 法 ｄ に 設 定 さ れ る た め 、
円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ 同 士 は 、 隙 間 な く 結 合 さ れ る 。 ま た 、 こ れ と 同 様 に 、 円 柱 体
フ ァ ン ト ム １ ２ 同 士 に つ い て も 、 嵌 合 凸 部 １ ２ Ｃ を 嵌 合 凹 部 １ ２ Ｄ に 嵌 合 さ せ る こ と に よ
り 、 互 い に 隙 間 な く 結 合 さ れ る 。 ま た 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ ， １ ３ 同 士 に つ い て も 、 嵌
合 凸 部 １ ３ Ｃ を 嵌 合 凹 部 １ ２ Ｄ に 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 互 い に 隙 間 な く 結 合 さ れ る 。 こ
の 場 合 、 各 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 １ １ Ｄ ，
１ １ Ｅ ， １ ２ Ｅ ， １ ２ Ｆ ， １ ３ Ｄ ， １ ３ Ｅ ， ２ １ Ｄ ， ２ ２ Ｅ ， ２ ３ Ｄ は 、 そ れ ぞ れ 結 合 し
た フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ を 真 っ 直 ぐ 連 通 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 例 え ば 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ３ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 １ ３ Ｅ に 線 量 測 定 器 ３ ３ を 挿 入
す る 。 線 量 測 定 器 ３ ３ を 挿 入 し た 貫 通 孔 １ ３ Ｅ 以 外 の 貫 通 孔 １ １ Ｄ ， １ １ Ｅ ， １ ２ Ｅ ， １
２ Ｆ ， １ ３ Ｄ に は 、 ス テ ィ ッ ク ３ １ ， ３ ２ を 挿 入 し 、 こ れ ら の 貫 通 孔 １ １ Ｄ ， １ １ Ｅ ， １
２ Ｅ ， １ ２ Ｆ ， １ ３ Ｄ 及 び 貫 通 孔 １ ３ Ｅ の 一 部 を 隙 間 な く 埋 め る 。 こ の 状 態 で Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装
置 ２ か ら の Ｘ 線 を 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ３ に 照 射 し 、 人 体 の 頭 部
へ の Ｘ 線 の 被 ば く 線 量 を 測 定 （ 推 定 ） す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 フ ァ ン ト ム 集 合 体 １ を 用 い て 人 体 の 胴 部 へ の Ｘ 線 の 被 ば く 線 量 を 測 定 す る 方 法 を
、 図 １ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま ず 、 １ 個 の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ 、 ３ 個 の 円 筒 体
フ ァ ン ト ム ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ２ 及 び １ 個 の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ を ベ ッ ド ３ 上 に 用 意 す る 。
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そ し て 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ の 筒 状 突 起 ２ １ Ｃ を 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ の 段 付 き 部 ２ ２
Ｃ 内 に 嵌 合 さ せ 、 端 面 ２ １ Ｂ ， ２ ２ Ａ 同 士 を 衝 合 さ せ る 。 こ こ で 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １
の 筒 状 突 起 ２ １ Ｃ は 、 そ の 突 出 寸 法 が 寸 法 ｆ に 設 定 さ れ る と 共 に 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２
の 段 付 き 部 ２ ２ Ｃ の 段 深 さ は 寸 法 ｆ に 設 定 さ れ る た め 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ， ２ ２ 同 士
は 、 隙 間 な く 結 合 さ れ る 。 ま た 、 こ れ と 同 様 に 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ 同 士 に つ い て も 、
筒 状 突 起 ２ ２ Ｄ を 段 付 き 部 ２ ２ Ｃ に 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 互 い に 隙 間 な く 結 合 さ れ る 。
ま た 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ ， ２ ３ 同 士 に つ い て も 、 筒 状 突 起 ２ ２ Ｄ を 段 付 き 部 ２ ３ Ｃ に
嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 互 い に 隙 間 な く 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ３ を 例 え ば 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３
の 中 空 部 ２ ３ Ｅ 側 か ら 順 次 挿 入 す る こ と に よ り 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ， ２ ２ ， ２ ２ ， ２
２ ， ２ ３ の 中 空 部 ２ １ Ｅ ， ２ ２ Ｆ ， ２ ２ Ｆ ， ２ ２ Ｆ ， ２ ３ Ｅ に そ れ ぞ れ 円 柱 体 フ ァ ン ト ム
１ １ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ３ を 隙 間 な く 挿 嵌 す る 。 次 に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 例 え ば 円
柱 体 フ ァ ン ト ム １ ３ の 中 心 部 を 軸 方 向 に 貫 通 す る よ う に 設 け ら れ た 貫 通 孔 １ ３ Ｅ に 線 量 測
定 器 ３ ３ を 図 ４ に 示 す よ う に 挿 入 す る 。 フ ァ ン ト ム 集 合 体 １ に は 合 計 ９ 個 の 貫 通 孔 １ １ Ｄ
， １ １ Ｅ ， １ ２ Ｅ ， １ ２ Ｆ ， １ ３ Ｄ ， １ ３ Ｅ ， ２ １ Ｄ ， ２ ２ Ｅ ， ２ ３ Ｄ が 設 け ら れ て い る
の で 、 線 量 測 定 器 ３ ３ を 挿 入 し た 貫 通 孔 １ ３ Ｅ 以 外 の ８ 個 の 貫 通 孔 １ １ Ｄ ， １ ２ Ｅ ， １ ３
Ｄ ， ２ １ Ｄ ， ２ ２ Ｅ ， ２ ３ Ｄ に は 、 ス テ ィ ッ ク ３ １ ， ３ ２ を そ れ ぞ れ 挿 入 し 、 こ れ ら の 貫
通 孔 の 空 間 部 を 隙 間 な く 埋 め 、 さ ら に 線 量 測 定 器 ３ ３ を 挿 入 し た 貫 通 孔 １ ３ Ｅ の 空 間 部 も
１ １ Ｅ 、 １ ２ Ｆ で 埋 め る こ と が 好 ま し い 。 た だ し 、 線 量 測 定 器 ３ ３ を 貫 通 孔 １ ３ Ｅ の 中 央
部 に 挿 入 す る 場 合 は 、 そ の ケ ー ブ ル を 取 り 出 す 側 の 貫 通 孔 部 は ケ ー ブ ル が 障 害 と な り 、 ス
テ ィ ッ ク ３ １ 等 の 形 状 の ス テ ィ ッ ク は 挿 入 で き な い が 、 そ こ に 生 じ る 空 間 部 の 影 響 は 線 量
測 定 に 支 障 な い 程 度 な の で 、 必 ず し も ス テ ィ ッ ク を 挿 入 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 、 ス テ ィ ッ ク ３ １ は 、 例 え ば 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ の 貫 通 孔 １ １ Ｄ ， １ ２
Ｅ に 跨 っ て 挿 入 す る と 共 に 、 貫 通 孔 １ １ Ｅ ， １ ２ Ｆ に 跨 っ て 挿 入 す る 構 成 と し て い る 。 ま
た 、 こ れ と 同 様 に 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ ， １ ２ 同 士 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ ， １ ３ 同 士
、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ， ２ ２ 同 士 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ ， ２ ２ 同 士 、 円 筒 体 フ ァ ン ト
ム ２ ２ ， ２ ３ 同 士 に つ い て も 、 ス テ ィ ッ ク ３ １ が 跨 っ て 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 状 態 で Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 ２ か ら の Ｘ 線 を 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ２ ， １
３ 及 び 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ， ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ３ に 照 射 し 、 人 体 の 胴 部 へ の Ｘ 線 の
被 ば く 線 量 を 測 定 （ 推 定 ） す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 軸 長 が 短 い 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ２
１ ３ 及 び 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ， ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ３ を 、 Ｘ 線 の ビ ー ム の 形 状 に 合 わ
せ て 、 適 宜 に 結 合 し た り 、 切 り 離 し た り す る こ と に よ り 、 フ ァ ン ト ム 集 合 体 １ 全 体 の 軸 長
を 段 階 的 に 変 更 す る こ と が で き 、 Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 ２ か ら 照 射 さ れ る ビ ー ム 幅 の 小 さ な も の か
ら 、 ビ ー ム 幅 の 広 い コ ー ン ビ ー ム ま で に 亘 っ て 全 て の ビ ー ム の 線 量 評 価 に 対 応 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 フ ァ ン ト ム 集 合 体 １ 全 体 の 軸 長 を 長 く 設 定 す る こ と に よ り 、 Ｘ 線 照 射 時 に は 、 フ
ァ ン ト ム 集 合 体 １ 内 で 生 じ る 散 乱 線 を フ ァ ン ト ム 集 合 体 １ で 捕 獲 す る こ と が で き 、 こ の よ
う な 散 乱 線 を 考 慮 に 入 れ た 評 価 が 可 能 と な る 。 従 っ て 、 Ｘ 線 の 線 量 評 価 を 正 確 に 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 フ ァ ン ト ム 集 合 体 １ を 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ３ 及 び
円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ， ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ３ に ば ら ば ら に 分 解 で き る た め 、 こ れ ら 円
柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ～ １ ３ 及 び 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ～ ２ ３ の 保 管 場 所 を 容 易 に 確 保 で き
る と 共 に 、 運 搬 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 　 し か も 、 各 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ３ 同 士 を 、 嵌 合 凹 部 １ １ Ｃ
， １ ２ Ｄ を 嵌 合 凸 部 １ ２ Ｃ ， １ ３ Ｃ に 挿 入 し て 嵌 合 さ せ る 構 造 で あ る こ と 。 さ ら に 、 例 え
ば 一 方 の フ ァ ン ト ム １ １ の 嵌 合 凹 部 １ １ Ｃ の 深 さ ｄ に 対 し 、 嵌 合 相 手 の フ ァ ン ト ム １ ２ の
嵌 合 凸 部 １ ２ Ｃ の 突 出 寸 法 ｄ が マ イ ナ ス 公 差 に 仕 上 げ ら れ て い て 端 面 １ １ Ｂ と １ ２ Ａ が 密
接 す る よ う に さ れ て い る こ と に よ り 、 例 え ば 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ の 端 面 １ １ Ｂ と 円 柱 体
フ ァ ン ト ム １ ２ の 端 面 １ ２ Ａ と の 間 、 及 び 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ の 端 面 １ ２ Ｂ と 円 柱 体 フ
ァ ン ト ム １ ３ の 端 面 １ ３ Ａ と の 間 か ら Ｘ 線 が す り 抜 け る 量 を 著 し く 減 少 さ せ る こ と が で き
、 こ れ に よ っ て も 、 Ｘ 線 の 線 量 評 価 を 正 確 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 こ れ と 同 様 に 各 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ， ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ３ 同 士 を 嵌 合 さ せ
る こ と に よ り 、 例 え ば 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ の 端 面 ２ １ Ｂ と 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ の 端 面
２ ２ Ａ と の 間 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ の 端 面 ２ ２ Ａ と 端 面 ２ ２ Ｂ と の 間 、 及 び 円 筒 体 フ ァ
ン ト ム ２ ２ の 端 面 ２ ２ Ｂ と 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ の 端 面 ２ ３ Ａ と の 間 か ら Ｘ 線 が す り 抜 け
る よ う な こ と が な く な り 、 Ｘ 線 の 線 量 評 価 を 正 確 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 前 記 の よ う に 各 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ３ 同 士 を 、 嵌 合 凹
部 １ １ Ｃ ， １ ２ Ｄ を 嵌 合 凸 部 １ ２ Ｃ ， １ ３ Ｃ に 挿 入 し て し っ か り 結 合 （ 嵌 合 ） さ せ る 構 成
と し た の で 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ３ 同 士 を が た 付 く こ と な く 、
強 固 に 固 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 各 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ， ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ２ ， ２ ３
同 士 は 、 筒 状 突 起 ２ １ Ｃ ， ２ ２ Ｄ を 段 付 き 部 ２ ２ Ｃ ， ２ ３ Ｃ に 挿 入 し て し っ か り 嵌 合 さ せ
る こ と に よ り 、 各 円 筒 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ２ ， １ ３ 同 士 を が た 付 く こ と な
く 、 強 固 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ ら に 、 ス テ ィ ッ ク ３ １ は 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ の 貫 通 孔 １ １ Ｄ ， １ １ Ｅ と 円 柱 体 フ
ァ ン ト ム １ ２ の 貫 通 孔 １ ２ Ｅ ， １ ２ Ｆ に 跨 っ て 挿 入 す る 構 成 と し た の で 、 こ の ス テ ィ ッ ク
３ １ に よ り 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ 同 士 を 一 層 強 固 に 連 結 す る こ と が で き る 。 ま た 、
こ れ と 同 様 に 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ ， １ ２ 同 士 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ ， １ ３ 同 士 、 円
筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ， ２ ２ 同 士 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ ， ２ ２ 同 士 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２
２ ， ２ ３ 同 士 に つ い て も 、 ス テ ィ ッ ク ３ １ を 跨 っ て 挿 入 し た こ と に よ り 一 層 強 固 に 固 定 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ と 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ と の 衝 合 面 を
段 付 き 状 に 形 成 す る 構 成 と し た 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 例 え ば 図 １ ２ に 示 す 第 １ の
変 形 例 の よ う に 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム ４ １ と 円 柱 体 フ ァ ン ト ム ４ ２ と の 衝 合 面 ４ ３ を 斜 め に
傾 斜 し た テ ー パ 面 と し て 形 成 し て も よ い し 、 図 １ ３ に 示 す 第 ２ の 変 形 例 の よ う に 、 円 柱 体
フ ァ ン ト ム ５ １ と 円 柱 体 フ ァ ン ト ム ５ ２ と の 衝 合 面 ５ ３ を 円 錐 形 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ を ３ 個 用 い る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し
た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 る こ と な く 、 例 え ば Ｘ 線 の ビ ー ム の 形 状 に 合 わ せ て ４ 個 以 上 に し
て も よ い し 、 ２ 個 で も よ い 。 ま た 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ２ を 廃 止 し て 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム
１ １ と 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ ３ を 直 接 嵌 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ を ３ 個 用 い る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明
し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 る こ と な く 、 例 え ば Ｘ 線 の ビ ー ム の 形 状 に 合 わ せ て ４ 個 以 上 に
し て も よ い し 、 ２ 個 で も よ い 。 ま た 、 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ２ を 廃 止 し て 、 円 筒 体 フ ァ ン ト
ム ２ １ と 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ ３ を 直 接 嵌 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 線 量 測 定 器 ３ ３ を 貫 通 孔 １ ３ Ｅ に 挿 入 す る 場 合 を 例 に 挙 げ
て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 る こ と な く 、 例 え ば 貫 通 孔 １ ３ Ｅ 以 外 の 貫 通 孔 １ １ Ｄ ，
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１ １ Ｅ ， １ ２ Ｅ ， １ ２ Ｆ ， １ ３ Ｄ ， ２ １ Ｄ ， ２ ２ Ｅ ， ２ ３ Ｄ の う ち の い ず れ か １ 個 又 は 数
個 に 線 量 測 定 器 ３ ３ を 挿 入 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 頭 部 用 の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ～ ２ ３ に 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １
１ ～ １ ３ を 挿 嵌 す る 構 成 と し た 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 る こ と な
く 、 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ～ １ ３ を 円 筒 体 フ ァ ン ト ム ２ １ ～ ２ ３ の 外 径 と ほ ぼ 同 一 の 寸 法
を も っ て 形 成 し 、 こ れ ら 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ～ １ ３ を 連 結 し て 胴 部 に み た て て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 貫 通 孔 １ １ Ｄ ， １ １ Ｅ ， １ ２ Ｅ ， １ ２ Ｆ ， １ ３ Ｄ ， １ ３ Ｅ ， ２ １ Ｄ ， ２ ２ Ｅ ， ２
３ Ｄ の 孔 径 （ 内 径 寸 法 ） は 挿 入 す る 線 量 測 定 器 ３ ３ の 外 形 に 合 う よ う に 決 め ら れ 、 中 空 部
２ １ Ｅ ， ２ ２ Ｆ ， ２ ３ Ｅ の 孔 径 （ 内 径 寸 法 ） ａ は 挿 入 す る 円 柱 体 フ ァ ン ト ム １ １ ， １ ２ ，
１ ３ の 外 径 寸 法 ａ に 合 う よ う に 決 め ら れ る 。 ま た 、 貫 通 孔 １ １ Ｄ ， １ １ Ｅ ， １ ２ Ｅ ， １ ２
Ｆ ， １ ３ Ｄ ， １ ３ Ｅ ， ２ １ Ｄ ， ２ ２ Ｅ ， ２ ３ Ｄ の 数 は 測 定 目 的 に 応 じ て 定 め る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 及 び 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る フ ァ ン ト ム 集 合 体 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の フ ァ ン ト ム 集 合 体 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 各 円 柱 体 フ ァ ン ト ム を 組 み 立 て た 状 態 で 示 す 縦 断 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 各 円 柱 体 フ ァ ン ト ム 及 び 各 円 筒 体 フ ァ ン ト ム を 組 み 立
て た 状 態 で 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ 中 の 第 １ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム を 単 体 で 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 、 第 １ の 円 柱 体 フ
ァ ン ト ム の 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 第 １ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ 中 の 第 ２ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム を 単 体 で 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 、 第 ２ の 円 柱 体 フ
ァ ン ト ム の 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 第 ２ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ３ 中 の 第 ３ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム を 単 体 で 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 、 第 ３ の 円 柱 体 フ
ァ ン ト ム の 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 第 ３ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ４ 中 の 第 １ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム を 単 体 で 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 、 第 １ の 円 筒 体 フ
ァ ン ト ム の 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 第 １ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ４ 中 の 第 ２ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム を 単 体 で 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 、 第 ２ の 円 筒 体 フ
ァ ン ト ム の 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 第 ２ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ４ 中 の 第 ３ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム を 単 体 で 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 、 第 ３ の 円 筒 体
フ ァ ン ト ム の 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 第 ３ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム を 示 す 右 側 面 図 で あ る
。
【 図 １ １ 】 図 ４ 中 の ス テ ィ ッ ク を 単 体 で 示 す 図 で 、 （ ａ ） は ス テ ィ ッ ク を 示 す 斜 視 図 、 （
ｂ ） は 他 の ス テ ィ ッ ク を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 変 形 例 に 係 る 各 円 柱 体 フ ァ ン ト ム を 組 み 立 て た 状 態 で 示 す 縦 断
面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 変 形 例 に 係 る 各 円 柱 体 フ ァ ン ト ム を 組 み 立 て た 状 態 で 示 す 縦 断
面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 １ 　 　 　 フ ァ ン ト ム 集 合 体
　 ２ 　 　 　 Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置
　 １ １ ， ４ １ ， ５ １ 　 　 第 １ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム
　 １ ２ ， ４ ２ ， ５ ２ 　 　 第 ２ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム
　 １ ３ 　 　 第 ３ の 円 柱 体 フ ァ ン ト ム
　 ２ １ 　 　 第 １ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム

10

20

30

40

50

(10) JP 2005-185328 A 2005.7.14



　 ２ ２ 　 　 第 ２ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム
　 ２ ３ 　 　 第 ３ の 円 筒 体 フ ァ ン ト ム
　 １ １ Ｃ ， １ ２ Ｄ 　 嵌 合 凹 部 （ 嵌 合 部 ）
　 １ ２ Ｃ ， １ ３ Ｃ 　 嵌 合 凸 部 （ 嵌 合 部 ）
　 １ １ Ｄ ， １ １ Ｅ ， １ ２ Ｅ ， １ ２ Ｆ ， １ ３ Ｄ ， １ ３ Ｅ ， ２ １ Ｄ ， ２ ２ Ｅ ， ２ ３ Ｄ 　 貫 通 孔
　 ２ １ Ｃ ， ２ ２ Ｄ 　 筒 状 突 起 （ 嵌 合 部 ）
　 ２ ２ Ｃ ， ２ ３ Ｃ 　 切 欠 溝 （ 嵌 合 部 ）
　 ３ １ ， ３ ２ 　 ス テ ィ ッ ク
　 ３ ３ 　 　 線 量 測 定 器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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